
■
八
月
十
三
日
（
土
）　

午
後
五
時
半
よ
り 

 

本
堂
・
本
堂
前
参
道
に
て

　

「
迎
え
火
萬
灯
会
＆
奉
納
コ
ン
サ
ー
ト
」
（
参
加
自
由
・
献
灯
有
料
）

　

※

詳
細
は
、
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
携
帯
サ
イ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。

（
平
成
二
十
三
年
八
月
～
九
月
）

第
十
二
号
は
平
成
二
十
三
年
九
月
十
五
日
に
発
行
予
定
で
す
。

岩
手
県
沿
岸
の
被
災
地
を
訪
ね
ま
し
た
が
、
瓦
礫
の
山
を
前
に
絶
句
す

る
ば
か
り
。
そ
の
帰
り
道
、
大
畑
の
街
を
見
下
ろ
す
辺
り
に
差
し
掛
か

っ
た
時
、
そ
の
変
わ
ら
ぬ
街
の
様
子
を
見
る
と
、
不
意
に
こ
の
街
が
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
き
、
愛
お
し
く
見
え
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
生
ま
れ
育

っ
た
街
を
守
り
、
育
て
て
く
れ
た
人
た
ち
の
た
め
に
、
精
一
杯
前
に
進

も
う
、
そ
う
決
意
し
ま
し
た
。  　
　
　
　

 

〈
編
集
担
当:

長
岡
俊
成
〉

◆
暁
天
坐
禅
会
（
予
約
不
要
）

　

一
日
の
は
じ
ま
り
。
自
ら
の
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

　

日
時:
九
月
三
日
（
土
）
・
九
月
十
日
（
土
）
午
前
七
時
～
八
時　

　

※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
、
午
前
六
時
三
十
分
集
合

　

場
所:

当
寺
本
堂　

参
加
費:

無
料

　

服
装:

動
き
や
す
い
服
装
で
。
ス
カ
ー
ト
不
可
。

◆
親
子
坐
禅
会
（
事
前
予
約
制
）※

お
土
産
つ
き

　

夏
休
み
、
お
寺
の
生
活
を
親
子
で
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

日
時:

八
月
十
五
日
（
月
）
午
前
七
時
～
八
時
半　

　

場
所:

当
寺
本
堂　

内
容:

坐
禅
～
お
つ
と
め
～
お
掃
除
～
お
茶

　

服
装:

動
き
や
す
い
服
装
で
。
ス
カ
ー
ト
不
可
。
参
加
費:

無
料

　

備
考:

成
人
の
方
の
み
で
も
参
加
可
能
で
す
。

　

※

前
日
ま
で
、
「
お
名
前
」
「
人
数
」
を
ご
連
絡
下
さ
い
。
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◆
月
例
写
経
会
（
予
約
不
要
）

　

墨
と
お
香
の
香
り
の
中
、
祈
り
の
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

　

日
時:

八
月
六
日
（
土
）
・
九
月
四
日
（
日
）

　
　
　

 

午
後
一
時
～
三
時
三
十
分

　

内
容:

写
経
（
般
若
心
経
・
観
音
経
等
）
～
茶
話
会
（
参
加
自
由
）

　

場
所:

当
寺
中
広
間
（
変
更
の
可
能
性
あ
り
）

　

持
ち
物:

筆
・
硯
・
墨
を
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

　
　
　
　

 

椅
子
席
あ
り
。

　

参
加
費:

五
百
円

 

〈
新
企
画
〉

有
縁
・
無
縁
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
精
霊
に
食
を
施
す
法
要
で
す
。
法
要
後
に
、

住
職
の
法
話
も
ご
ざ
い
ま
す
。

■
九
月
二
十
三
日
（
秋
分
の
日
）　

午
前
十
一
時
よ
り 

本
堂
に
て

　

「
秋
季 

彼
岸
会
法
要
」

ご
先
祖
さ
ま
に
感
謝
し
、
自
ら
の
行
い
を
見
つ
め
直
す
期
間
で
あ
る
お
彼
岸
の

中
日
に
行
う
法
要
で
す
。
法
要
後
に
、
住
職
の
法
話
も
ご
ざ
い
ま
す
。

行
事
予
告

坐
禅
会
・
写
経
会
の
ご
案
内
（
八
月
～
九
月
）

　

ヨ
ー
ガ
は
坐
禅
と
ル
ー
ツ
を
同
じ
く
し
、
姿
勢
（
ア
ー

サ
ナ
）
と
呼
吸
法
（
プ
ラ
ー
ナ―
ヤ
ー
マ
）
を
通
し
て
心

身
を
整
え
る
、
い
わ
ば
「
動
く
禅
」
。
そ
の
イ
ン
ド
古
来
の

瞑
想
法
と
曹
洞
宗
の
坐
禅
（
夜
坐
）
を
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の

灯
が
揺
ら
め
く
中
で
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま

し
た
。
初
心
者
で
も
大
丈
夫
。
ど
う
ぞ
、
ど
な
た
さ
ま
で

も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
開
催
概
要
】

日
時;

平
成
二
十
三
年
九
月
十
九
日
（
敬
老
の
日
）

　
　
　

午
後
七
時
～
九
時

会
場:

当
寺
・
大
広
間　

※

変
更
の
可
能
性
あ
り

参
加
費:

五
百
円　

定
員:

二
十
名
（
事
前
予
約
制
・
先
着
順
）

備
考:

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　

 
 
 

（
バ
ス
タ
オ
ル
で
も
可
）

　
　

 
 
 

水
分
補
給
の
た
め
の
飲
料
を
ご
持
参
頂
い
て
も
結
構

　
　

 
 
 

で
す
。

内
容:

ヨ
ー
ガ
～
ミ
ニ
法
話
～
坐
禅
～
茶
話
会

講
師:

中
島
敬
子
先
生
（
ヨ
ー
ガ
講
師
）

　
　
　

む
つ
市
在
住
。
田
原
豊
道
氏
、
桜
田
洋
子
氏
、
成
瀬
貴
良

　
　
　

 

氏
ら
に
師
事
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
む
つ
教
室
・
青
森
教

　
　
　

 

室
講
師
を
経
て
、
現
在
む
つ
地
域
中
心
に
活
動
中
。

お
知
ら
せ

◆
「
大
安
寺
定
例
総
会
」
終
了
の
お
知
ら
せ

　

去
る
六
月
二
十
五
日
（
土
）
、
「
大
安
寺
定
例
総
会
」
が
無
事
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
平
素
よ
り
、
当
寺
護
持
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
役
員
の
皆
さ
ま
に
、

こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

■
八
月
十
五
日
（
月
）　

午
後
三
時
～
五
時　

中
広
間
に
て

　「
ト
ー
ク
サ
ロ
ン・ 

縁
カ
フ
ェ
＠
大
安
寺　

第
二
回
」
（
事
前
予
約
制
）

　

心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
、
お
互
い
の
心
の
う
ち
に
耳
を
傾
け
、
語
り
合

　

う
会
で
す
。
お
菓
子
と
お
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
行
い

　

ま
す
。
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
（
参
加
費:

五
百
円
）

※

前
日
ま
で
、
「
お
名
前
」
「
人
数
」
を
ご
連
絡
下
さ
い
。
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■
八
月
十
六
日
（
火
）　

午
前
十
一
時
よ
り 

本
堂
に
て

　

「
盂
蘭
盆
会 

施
食
会
法
要
」
（
参
加
自
由
）

■
八
月
十
六
日
（
火
）　

午
後
六
時
～
八
時

　

「
送
り
火
萬
灯
会
」
（
参
加
自
由
・
献
灯
有
料
）

本
堂
周
辺
を
、
さ
さ
や
か
に
燈
籠
の
灯
で
彩
り
ま
す
。
墓
参
の
際
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。(

お
預
か
り
し
た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
、
当
寺
に
て
献
灯
い
た
し
ま
す)

キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト

寺
Ｙ
ｏ
ｇ
ａ

予
約:

八
月
十
四
日
（
日
）
よ
り
受
付
開
始
。

当
寺
事
務
所
へ
の
直
接
訪
問
、
電
子
メ
ー
ル
・i

n
f
o
@
d
a
i
a
n
j
i
.
j
p

、

F
a
x

・0
1
7
5
-
3
4
-
6
4
2
6

に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
電
子
メ
ー
ル

及
びF
a
x

に
て
ご
予
約
の
際
は
、
参
加
者
全
員
の
お
名
前
、
ご
連

絡
先
（
電
話
番
号
・
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
明
記
く
だ
さ
い
。

二
～
三
日
以
内
に
確
認
メ
ー
ル
を
お
送
り
し
ま
す
。

四
季
彩
々
〜
大
安
寺
自
然
写
真
館

池に咲きそろう菖蒲と睡蓮

燧岳に沈む夕陽


